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DuMA ニュースレター                                  2020年 5月 25日 

観測史上最大の地震をご存知でしょうか？ 

 今から丁度６０年前の１９６０年５月２２日、南米チリでマグニチュード９．５の超巨大地震が発生しまし

た。これは近代的な地震学が成立して以降、最大の地震でした。ここで“マグニチュード”と簡単に述べ

ましたが、地震の規模を示すマグニチュードにはいろいろな求め方があり、たとえば気象庁で用いてい

るのは気象庁マグニチュードというものです。実は超巨大地震のマグニチュードの正確な求め方は、１９

７０年代後半まで存在していませんでした。たとえば 2011年の東日本大震災でも、気象庁が最初に発

表したマグニチュードは８ちょっとの大きさでした（気象庁マグニチュードはある値で飽和してしまい、マ

グニチュード９というような地震には適用できない）。東日本大震災の”９.0”という値は実はモーメント・マ

グニチュードの値なのです。 

 モーメント・マグニチュードは、１９７７年にカリフォルニア工科大学の金森博雄博士により提唱されたマ

グニチュードで、地震の規模に関わらず求める事が可能で、どんなに大きな地震でも値が飽和しない事

から、現代の地震学では、デファクトスタンダードとして使われる事になりました。 

 このチリ地震は、日本でも大きな津波被害を生じ、日本全国で１４２名の死者を出しました。 

 

巨大地震はある期間に集中して発生？ 

 チリ地震の前後に、実はマグニチュード９クラスの地震が連続して起きていました。そして一連の巨大

地震の発生は、１９６４年のアラスカ地震で終了しました。その後、４０年間マグニチュード９クラスの地震

は発生しませんでした。 

 ２００４年、スマトラ島沖でマグニチュード９を超える地震が発生し、死者２２万人以上という大きな被害

が津波によりもたらされました。その後立て続けに東日本大震災を含むマグニチュード９クラスの地震が

発生したのです。次の図は過去１００年間の超巨大地震が発生した場所です。 
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超巨大地震は環太平洋地域とインド洋で発生していた事がわかります。次の図は超巨大地震がどのよ

うな時期に発生したかを示す図です。この図のように超巨大地震は特定の時期にまとまって発生してい

るのがわかります。このような現象は古典的な地震学では説明できませんが、物理学者の中には “長距

離相関”という概念でこのようにある時期にまとまった活動が発生する事を説明しようという試みも行われ

ているようです。 

 

 金森先生は、いわゆる頭脳流出で１９７２年にアメリカへ研究拠点を移されました。世界の地震学を牽

引される研究者で、現代の緊急地震速報に繋がるリアルタイム地震学を早くから提唱されていらっしゃ

いました。 

 ちなみに金森先生は東大理学部地球物理学教室で助手をされていた時期もあったのですが、その

時の助教授が DuMA/CSOの指導教官でもある上田誠也先生、さらに当時の教授は日本沈没（最初の

バージョン）にも出演され、その後月刊誌『ニュートン』の編集長を長きにわたり務められた竹内均先生と

いう、正に世界の地球物理学を牽引されていた方々の研究室でした。 

 

首都圏の地下天気図® 

４月１３日のニュースレターに続き、５月２１日時点の首都圏に特化した地下天気図です。昨年１２月以

降、首都圏の地震活動が活発化しているようにも思える状況で、実は５月２１日時点では、首都圏の静

穏化異常は消滅していることがわかりました。なお図中の■は熊谷と銚子沖を示しています。ちなみに

図中の茶色の点は解析に用いた過去に発生した地震の震源の位置を示しています。 
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 次にお示しする図は、２０１９年１２月１日時点の地下天気図です。千葉・茨城沖と埼玉県内陸部を中

心に青い地震活動静穏化異常が出現していたのがわかります。 

 

 そのため、今週は熊谷と銚子における RTMの時間変化のグラフを掲載します。銚子のグラフでは、

2018年に非常にグラフが上へ動いていますが、これは銚子近傍において地震活動が活発化していた

事を意味します。また現在解消した地震活動静穏化の異常のレベルはそれほど大きくなかった事がわ

かります。 

 それに対し、埼玉県北部（熊谷）における RTMの時間変化のグラフでは、２０１１年の東日本大震災

以降、初めて大きな地震活動静穏化が発生していた事がわかります。 

 

 関東地方は、最近緊急地震速報が発令される地震が立て続けに発生している事からもわかりますよ
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うに、地震活動が活発化しています。現在の首都圏の地震活動は極めて評価が難しい状況と考えてい

ます。 

 

 

 

速報 

 東京湾で少しまとまった地震活動

が５月２０日より開始し、２１日には

M=3.5の地震も発生し、場所が場所

だけに少しメディアでも話題となりま

した。来週号で詳しく解析したいと考

えています。 
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